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(3) ラーバーの浮遊層

ラーバーは水深 5mではあまb見られない｡また水深40- 50mでも多くは見られず､ほぼ中層

rLあたる10-20m前後に多く見 られた.

付 着 椎 貝 調 査

菅野 滞記 ･武田 苗介

序 口

近年アカガイの資源量減少vcよ9､7カガイ漁業そのものが不安定なものとなってきている.この対

策として天然採苗による種苗確保に努めている. しか しながら､現在のところアカガイの場合には資源

回復をまかなう程の稚貝確保ycまで至ってはいをい｡

本年は､時期別vc採苗器を投入した場合vc､付着量にどのような影響を与えるかvcついての調査を行

なったO

方 汰

(1)採苗器の投入時期

採苗器-の付着器の投入は次の4回にわたって行なった.付着器の種類は杉の葉と杉の葉を玉ネギ

袋でかかったもの (以下杉の葉玉ネギ袋)の2種類である｡

1回目･- 昭和43年 8月12日

2回目･･･昭和43年8月19日

3回目･- 昭和43年8月 22日

4回目.･･昭和43年8月28日

(21採苗署艶)設置場所とその構造
採苗器は第1図･7)ようvc青森市奥内のアカガイ保護水面内に設置 した.採苗器･Z)構造は第2図,I)と

おDであD､1連当Dに10個の付着器を1m間隔vEつけた｡

(3) 付着量および稚月の採取調査

稚月の付着量および稚月の成長状況をみるため//{､次の3回にわたって調査 した.

1.回目-･昭和43年 9月25日

2回目･･･昭和43年 11月7日

3回目･･･昭和44年 1月27日

稚月の付着調査では各時期に上､中､下の付着器よb30-100gの杉の葉を採取 し､これ を1

･X･武田 雷介 :現在兵庫県水産業改良普及月 州本農林事務所駐在

-681

F



kgbの付着量に換算 した.稚月の採取は昭和44年3月18日に行なった㌃ー~--

結 果 と 考 察

(1)時期別投入による付

着量

時期別に付着器を投

入し､これに付着 した

稚月.･Z)量は第 1表のよ

うになった.9月25

日の調査では､8月19

日から28日にかけて

投入されたもの-の付

着量が､一連当b3,000

-1,800個と多かっ/

た｡この時の穀長組成

が第3図であるが､穀

長は0.2-て2･6nmにわ

たD､8月12日投入

のものでは 1.0--1.2

m忙モー ドがあD､そ

の他は0.8-1.07珊忙

モードがあった｡

これら･Z)ことからア

カガイの付着時期には

かなDの幅があること

がわかる｡

1月27日の調査結

果では､何れの時期の

ものも､杉の葉の付着

が杉の葉玉ネギ袋を上
●

廻っていた.

(2)穀長の変化
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第1表 時期別投入,jCよる付着量と採取量 (1連当b-10付着等)

調査年月 .お よび採取年月日投入年月日 種 類 昭和 4 3 年9月25日 11月7日 昭和 44年1月27日 3月

18日昭和 43年8月12日 杉 の 葉 - 2,057 1
,685 256杉 の 葉(玉 ネギ聾) 1,167 1

,550 697 1518月19日 _蟹 の 葉
- 1,640 725 294杉 の 葉(玉ネギ袋) 5,000 1,797 550 129

8月22日 杉 の 葉 - 1,905 987 559
杉 の 葉(玉ネギ袋) 2,067 1,855

507 2048月28日 杉 の 葉 - 1,525 1,680 909杉 の 葉

(玉ネギ袋) 1,800 2,

245 1,025 116しく劣 っていた.

特に第6図の8月28日投入

のものでは出現穀長範囲が1

- 7Wは 非常に′J､さか った

｡このことば､杉の葉玉ネギ

袋では夏から秋にかけて各種月類

やヒ ドロノア類､海藻類の付着

が多く､特に付着器わ外側をお

おってLJ,る玉ネギ袋への付着

が多い.このために

玉 ネギ袋の網目がつま b潮通 しが

悪 くなったためにこのような結果

となったものと推察される｡

なお11月 7

日の調査時点では､昭和42

年の穀長組成とそう大 きな差は

見 られなか った｡(3) 稚月採取

量稚月採取量は第1表のとお

DであD､杉の葉が杉の葉玉ネギ

.典を上廻 った｡前者は256-

909個 (1連当b)の採取で



が腐れかか ってか

D､ホクテガイで

使用 しているネト

ロンネ ットやサケ

流し網等のように

腐らない付着器材

が望ましい.

杉の葉玉ネギ袋

の稚月採取量が少

なか った原因の一

つとして､既に述

べたように成長が

悪か ったために採

取のさいに見落と

しができたことも

考えられる｡

時期的に投入さ

2 4 A g /o /2(仇〃し)

畝 ･長A 和 の束 ス + ム 9 10 /名ぐれれ)殊 長方 和 の

美(右手で雀:第 4図 時期別投入
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第 8図 ~時期別投入

VCよる稚月採取量fAi

SFfq＼---__こて一一･･一 時期別投入把よる付着量は8月19日～28日の8月後半に

投入された採苗器への付着量が多かった｡稚月の穀長組成は時期が進む把つれて杉の葉玉ネギ袋の成長が劣ったが､

これは潮通しの悪さのためと推察した｡稚月の採取量は､遅く入れられた採苗器で付着器が杉の葉

の方がよb多く採取できた｡このことは付着量の差異はもちろんではあ

るが､付着器の腐れ具合も影響していた0今後は腐らない付着器に




